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「もりっこ」のがんばった１年が修了しました！ 
今年の冬は、降雪が多く寒い日も続きましたが、３月に入り暖かな日が増え、子どもたち

は元気に修了式を迎えることができました。 

１年を通して、「もりっこ」たちは元気にのびのびと積極的な姿で様々な活動に取り組み

続け、多くの学びと経験を積み重ねました。 

保護者の皆様、地域の皆様の母里小学校教育活動へのご理解ご支援に心よりお礼申しあげ

ます。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年度 卒業証書授与式 ～１５名の「もりっこ」の皆さん 卒業おめでとう～ 

３月１４日（金）、数多くの来賓の皆様にご臨席いただき、卒業証書授与式を挙行いたしました。 

 寒さが和らいだと思えば、飛散する花粉に悩ませられる子どもたちの様子から体調面を心配してい

ましたが、卒業生も在校生も心地よい緊張感をもちながら、凛とした空気をつくって式に臨みました。 

卒業生の姿は美しく、この６年間での一人一人の成長と、明るく元気よく母里小学校をリードしてき

た成果を式中の姿から感じ取ることができました。在校生も巣立ちの言葉に心をこめて、「ありがとう」

の気持ちを伝えていました。 

 卒業生は、学び舎を旅立っていく嬉しさと寂しさを味わいながら、６年間の学びに幕を閉じることが

できたと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様、卒業する子どもたちを６年間にわたり、見守り、励まし、支えていただ

き、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母里小学校学校運営協議会（コミュニティスクール）
が動き始めました。 

２月２７日（木）、第１回学校運営協議会を開き、いよいよ母里小学

校のコミュニティスクール（ＣＳ）がスタートしました。 

会では、初めに安来市教育委員会の担当者の方に、コミュニティスク

ールの意義について説明していただきました。 

この組織において、学校と委員の皆様がともに学校を創っていくこと

を確認しました。学校と地域・保護者が知恵と力を結集して「地域とと

もにある学校」を築き上げていくための第一歩を歩み始めました。 

今後も「学校の応援団」として、学校と協働しながら「もりっこ」の

成長を見守っていただきたいと願っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊令和７年度１学期始業式…４月８日（火） 入学式…４月９日（水） 

 今年度も「元気もりもり 笑顔は大もり」を合言葉にし、「チャレンジする子ども」「チャレンジしよう

とする子ども」の育成を目指して、この 1年取り組んできました。子どもたちの主体性を生かすための「授

業づくり」、ロードレースやなわとび運動などを中心にした「体づくり」、読書活動の推進による「心づく

り」などを進めてきました。 

 また、この１年は、社会科や総合の学習の時間に「地域へ出かけて地域を学ぶ学習」を数多く取り入れ

ようと努めてきました。地域行事への参加としては、「夏祭り」「やまんば祭り」において、もりっ子太鼓を

披露することができ、多くの方に拍手をいただきました。今後も、学校が子どもを核とした「人づくり・地

域づくり」の拠点になることを目指したいと考えています。 

 今年度、保護者や地域の皆様からいただいた温かいご支援ご協力に、改めて感謝申しあげます。ありが

とうございました。来る令和７年度もよろしくお願いいたします。 

 

ありがとう６年生！「未来へはばたけ！ 最高の６年生にありがとうの 

気持ちを伝えよう」 

２月２８日（金）、６年生を送る会を開きました。会では、各学年から心のこもった出し物を発

表したりプレゼントを贈ったりして６年生に感謝の気持ちを伝えました。また、全校遊びとして伝

言ゲームをしました。６年生にとっても在校生にとっても楽しい時間を過ごすことができました。 

５年生は、初めて全校をまとめて指示を出したり会を進行したりする経験をしました。５年生を

中心にした全校児童の思いが一つになったことで、「最高の６年生にありがとうの気持ち」が伝わ

る会になりました。 

卒業する６年生は、５年生を中心にした在校生の感謝の思いを受け取っただけでなく、がんばっ

ている姿を見て感動したと思います。そして、５年生の頼もしい姿を見て、学校のリーダーを受け

継いでくれることを確信したはずです。 

 

 

 

来年度はお任せください! 

ありがとう！６年生！ 

ありがとう！６年生！ 


